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「人形劇のまち飯田」の季刊情報誌
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片
手
遣
い
人
形
に
よ
っ
て
演
じ
る
フ

ラ
ン
ス
の
人
形
劇
。そ
し
て
、そ
の
主

人
公
の
人
形
の
名
前
。そ
こ
か
ら
、片

手
遣
い
人
形
と
い
う
ス
タ
イ
ル
の
事

も「
ギ
ニ
ョ
ー
ル
」と
呼
ん
だ
り
も
す

る
の
で
、や
や
こ
し
い
。

　

ロ
ー
ラ
ン・ム
ー
ル
ゲ（
1
7
6
9
〜

1
8
4
4
）が
考
案
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。労
働
者
の
娯
楽
と
し
て
大
人

向
け
の
滑
稽
な
人
形
劇
と
し
て
始
ま

り
、風
刺
の
き
い
た
ド
タ
バ
タ
喜
劇
で

人
気
を
得
た
。現
在
で
は
多
く
は
子

ど
も
向
け
の
人
形
劇
と
し
て
、悪
者

を
退
治
す
る
話
な
ど
が
上
演
さ
れ
て

い
る
。フ
ラ
ン
ス
の
子
ど
も
達
が
大
声

で「
ギ
ニ
ョ
ー
ル
！
ギ
ニ
ョ
ー
ル
！
」と

悪
者
が
い
る
事
を
ギ
ニョ
ー
ル
に
教
え

た
り
す
る
姿
は
、ホ
ン
ト
に
可
愛
い
。

　

同
国
の
ポ
リ
シ
ネ
ルPolichinelle

、

イ
ギ
リ
ス
の
パ
ン
チPunch

、ド
イ
ツ
の

カ
ス
ペ
ルK

asperl

、イ
タ
リ
ア
の
プ
ル

チ
ネ
ラPulcinella

な
ど
、各
国
で
愛

さ
れ
る
道
化
の
人
形
た
ち
は
、彼
の

親
戚
。こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
い
く
つ
も

の
本
が
あ
る
ほ
ど
な
の
で
、今
日
は
こ

こ
ま
で
。

『
ギ
ニョ
ー
ル Guignol

』

並木 さんぽ

掲示板 いいだ人形劇センター
からのお知らせ

　NPO法人いいだ人形劇センターは、
センターの目的と活動にご理解、ご賛同
いただき、活動を支援していただける
平成27年度の会員を募集しています。
　正会員・賛助会員（いずれも個人・団
体）にお申込みいただきますと会員特典
として、季刊情報誌『Dogushi』や公演・
イベントなどのお知らせを随時配信させ
ていただくほか、公演チケットの先行・割
引販売、会員相互のネットワークを構成
します。皆さまのご支援をよろしくお願
いいたします。

D
o
g
u
s
h
i

　札幌にて「フィギュアシアタ・デザインコー
ス」の成果発表巡回展を行った時のこと。会
場に見えた方の「飯田とプラハは憧れの地」
という一言に衝撃を受けた。公演だけでなく、
誰でも気軽に参加できるものからプロ志向
の専門的なものまで、多種多様なワークショ
ップが行われているのがすごくぜいたく。こん
な所そうはない、と。他地域の方から見た飯
田の魅力をあらためて実感。今年度もいいだ
人形劇センターは「人形劇のまち飯田」なら
ではの充実したプログラムをお届けしますの
で、ぜひご参加ください。
次号は2015年7月発行予定です。（帆）

　今春、飯田の中心市街地に人力車を走らせる「飯田龍車」が
誕生しました。車や徒歩では気が付かない街の魅力を観光客の
みならず、地元の人々にも伝えます。通常運行は土日祝日。川本
人形美術館下、飯田動物園前、三連蔵の3カ所で乗降できます。

特集

「人形劇のまち飯田」の季刊情報誌●Dogushi Vol.9

（
人
形
芝
居
燕
屋 

く
す
の
き
燕
）

人
形
劇用

語

わ
か
る
！！

わ
か
る
！！

View of IIDAView of IIDA

新年度会員募集中！

＜年会費＞
正会員5,000円
（企画を提案できます。総会での議決権あり）
賛助会員1口2,000円
（活動を財政面から支えていただきます）

●問合せ：いいだ人形劇センター
●TEL：050-3583-3594
●URL：iidapapecen.com
　「入会案内」メールフォームから
　お申込みいただけます。

胴串 ─どぐし─

人
形
劇
の
ま
ち
飯
田
で

〝
わ
く
わ
く
〞を
体
験
し
よ
う
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人
形
劇
の
ま
ち
飯
田
で

〝
わ
く
わ
く
〞を
体
験
し
よ
う

人
形
劇
公
演
は
も
ち
ろ
ん
、人
形
劇
づ
く
り
や
人
形
操
作
、美
術

制
作
、こ
ま
撮
り
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、季

刊
情
報
誌
の
発
行
な
ど
、平
成
27
年
度
も
い
い
だ
人
形
劇
セ
ン

タ
ー
は
さ
ま
ざ
ま
な〝
わ
く
わ
く
〞を
発
信
し
ま
す
。ぜ
ひ
予
定

に
入
れ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
人
形
劇「
人
魚
姫
」展

4
月
23
日（
木
）〜
5
月
25
日（
月
） 

川
本
人
形
美
術
館

3
月
に
飯
田
人
形
劇
場
で
上
演
し
た
、市
民
が
つ
く
る
飯
田
発
の
人
形
劇「
人

魚
姫
」。公
演
で
使
用
し
た
人
形
や
舞
台
道
具
を
展
示
す
る
ほ
か
、1
年
半
に
及

ぶ
制
作
期
間
の
写
真
展
示
、公
演
映
像
も
上
映
。

●
人
形
劇
講
座
中
級
コ
ー
ス （
有
料
）

４
月
〜
通
年 

飯
田
文
化
会
館
ほ
か

人
形
劇・演
劇
の
経
験
者
対
象
。即
興
表
現
、身
体・発
声
訓
練
、人
形
構
造
の

理
解・操
作
、脚
本
の
読
み
解
き
な
ど
舞
台
に
か
か
わ
る
人
の
た
め
の
基
礎
づ
く

り
を
体
験
。

●
季
刊
情
報
誌『D

oguahi

』春
号
発
行 

４
月
下
旬

●
ド
ワ
ー
フ
ア
ニ
メ
作
品
上
映
会

５
月
２
日（
土
）〜
６
日（
祝
） 

川
本
人
形
美
術
館

上
映
作
品
／「
ぼ
く
も
く
ま
」「By Your Side

」

●
人
形
劇
を
上
演
し
た
い
人
の
た
め
の
人
形
劇
公
演

５
月
９
日（
土
）１
３
：
３
０
〜 

飯
田
市
松
尾
公
民
館
ホ
ー
ル

小
中
高
校
で
人
形
劇
制
作
に
取
り
組
む
児
童
や
生
徒
、ア
マ
チ
ュ
ア

の
市
民
劇
団
に
向
け
た
人
形
劇
公
演
。一般
の
方
に
も
お
す
す
め
。

出
演
／
人
形
劇
団
京
芸「
お
も
し
ろ
げ
き
じ
ょ
う‐

い
ぬ
う
え

く
ん
と
く
ま
ざ
わ
く
ん
」料
金
／
大
人
８
０
０
円
、

中
学
生
以
下
５
０
０
円
、３
歳
未
満
無
料

●
人
形
劇
講
座
初
級
コ
ー
ス （
有
料
）

５
月
14
日（
木
）〜
９
月 

飯
田
文
化
会
館
ほ
か

初
心
者
対
象
。作
品
選
び
か
ら
人
形
づ
く
り
、上
演
ま
で
を
体
験
。

●
沢
則
行
フ
ィ
ギ
ュ
ア
シ
ア
タ・ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

５
月
下
旬
〜
６
月
中
旬
、７
月
下
旬
〜
８
月
上
旬 

飯
田
人
形
劇
場
ほ
か

チ
ェ
コ
を
拠
点
に
世
界
で
活
躍
す
る
人
形
劇
師・沢
則
行
氏
を
講
師
に
昨
年
度

実
施
し
た「
フ
ィ
ギ
ュ
ア
シ
ア
タ・デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
」受
講
者
を
対
象
に
行
う
、作

品
の
舞
台
化
に
向
け
た
実
践
講
座
。

●
人
形
劇
の
相
談
所

５
月
19
日
〜
６
月
23
日
の
毎
週
火
曜
日
、９
月
以
降
随
時

い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
上
演
に
向
け
て
人
形
劇
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
方

の
た
め
に
よ
ろ
ず
相
談
所
を
開
設
。

●
三
人
遣
い
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

６
月
６
日（
土
） 

川
本
人
形
美
術
館
下

今
田
人
形
座
を
講
師
に
伝
統
人
形
芝
居
の
操
演
方
法「
三

人
遣
い
」を
体
験
。

●
人
形
劇
in
竹
宵
ま
つ
り

６
月
６
日（
土
） 

川
本
人
形
美
術
館
下

「
竹
宵
ま
つ
り‐

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」開
催
に
あ
わ
せ
、ま
し

ゅ
＆
K
e
i
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
、江
戸
の
灯
り
で
楽
し
む

人
形
劇
公
演
。出
演
／
今
田
人
形
座「
伊
達
娘
恋
緋
鹿
子‐

火
の
見
櫓
の
段
」

●
森
の
か
み
し
ば
い
劇
場 （
有
料
）

７
月
５
日（
日
） か
ざ
こ
し
子
ど
も
の
森
公
園

飯
田
下
伊
那
の
紙
芝
居・読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ジ

ョ
イ
ン
ト
公
演
。

●
こ
ま
撮
り
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン・パ
ー
フ
ェ
ク
ト
コ
ー
ス

　
作
品
上
映
会

７
月
中
旬 

川
本
人
形
美
術
館

「
ふ
る
さ
と
飯
田
」の
C
M
映
像
完
成
上
映
会
。

●
国
際
共
同
制
作「
少
年
ク
ラ
バ
ー
ト
」公
演 （
有
料
）

７
月
25
日（
土
）・26
日（
日
） 

飯
田
人
形
劇
場

日
本
、ド
イ
ツ
、ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
飯
田
で
共
同
制
作
し
た
人
形
劇
公
演
。

●
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ「
プ
レ
フ
ェ
ス
タ
」

７
月
下
旬 

市
内
各
所

●
季
刊
情
報
誌『D

oguahi

夏
号
』発
行 

７
月
下
旬

●
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
5

8
月
4
日（
火
）〜
9
日（
日
） 

飯
田
市
内
全
域 

特
集「
愛
知
の
人
形
劇
」

﹇
い
い
だ
人
形
劇
セ
ン
タ
ー
企
画
﹈ 

人
形
劇「
人
魚
姫
」公
演
、沢
則
行
フ
ィ
ギ
ュ

ア
シ
ア
タ・デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
受
講
者
に
よ
る
人
形
劇
公
演
、「
人
形
劇
の
図
書

館
」に
よ
る
資
料
展
示・講
演
会
、「
人
形
劇
師・沢
則
行
×
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
作
家・

佐
久
間
奏
多
」ト
ー
ク
シ
ョ
ー 

ほ
か

●
夏
休
み
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
上
映
会

8
月
中
旬 

川
本
人
形
美
術
館

●
ダ
ン
ボ
ー
ル
し
し
ま
い
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ （
有
料
）

9
月
上
旬
〜
10
月 

川
本
人
形
美
術
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

獅
子
を
舞
う
男・後
藤
渉
氏
を
講
師
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
獅
子

の
頭
を
つ
く
り
、舞
の
練
習
。10
月
18
日「
南
信
州
獅
子
舞
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」の
創
作
獅
子
舞
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
。

●
秋
の
夜
長
を
楽
し
む
人
形
劇
公
演 （
有
料
）

9
月
15
日（
火
） 

飯
田
人
形
劇
場

秋
の
夜
長
に
じ
っ
く
り
と
人
形
劇
を
楽
し
む
大
人
向
け
の
公
演
。

出
演
／
人
形
劇
団
み
の
む
し

●
い
い
だ
人
形
劇
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
人
形
劇「
人
魚
姫
」台
湾
公
演

10
月
上
旬 

2
0
1
5
雲
林
國
際
偶
戯
節
に
招
待
参
加

●
季
刊
情
報
誌『D

oguahi

秋
号
』発
行 

10
月
下
旬

●
人
形
劇
in
丘
の
ま
ち
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

11
月
3
日（
祝
） 
川
本
人
形
美
術
館

1
回
の
上
演
約
1
分
、定
員
2
名
。日
本
で
い
ち
ば
ん
小
さ

い
人
形
劇
の
公
演
。

出
演
／
P・こ
と
り
座

●
せ
か
い
の
劇
場 （
有
料
）

11
月
下
旬 

海
外
の
劇
団
を
招
聘
し
、優
れ
た
作
品
を
飯
田

で
鑑
賞
す
る
特
別
企
画
。

出
演
／
ポ
リ
ー
ナ・ボ
リ
ソ
ヴ
ァ「
G
O
！
」（
仏
）

●
森
の
ぽ
か
ぽ
か
ク
リ
ス
マ
ス （
有
料
）

12
月
6
日（
日
） か
ざ
こ
し
子
ど
も
の
森
公
園

人
形
劇
公
演
、ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
＆
ピ
ザ
づ
く
り

が
楽
し
め
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
の
企
画
。

出
演
／
よ
ろ
ず
劇
場
と
ん
が
ら
し

●
ま
し
ゅ
＆
Ｋｅ
ｉ
の
ク
リ
ス
マ
ス
会 （
有
料
）

12
月
22
日（
火
）・23
日（
祝
） 

川
本
人
形
美
術
館

ま
し
ゅ
＆
Ｋｅ
ｉ
が
ゲ
ス
ト
と
と
も
に
繰
り
広
げ
る
ク
リ
ス

マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル
企
画
。

ゲ
ス
ト
／
山
本
光
洋

●
初
春
を
寿
ぐ
竹
田
人
形
館 （
有
料
）

1
月
9
日（
土
） 

竹
田
人
形
館

初
春
に
ふ
さ
わ
し
い
人
形
芝
居
の
連
続
公
演
。

出
演
／
竹
田
人
形
座
竹
の
子
会
ほ
か

●
季
刊
情
報
誌『D

oguahi

冬
号
』発
行 

1
月
下
旬

●
い
い
だ
人
形
劇
ま
つ
り「
り
ん
ご
っ
こ
劇
場
」 （
有
料
）

2
月
上
旬 

飯
田
下
伊
那
の
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
に
よ
る
公
演
。

●
保
育
士
人
形
劇
研
修
発
表
会 （
有
料
）

2
月
中
旬 

保
育
士
に
よ
る
研
修
発
表
公
演
。

●
春
休
み
人
形
劇
ま
つ
り （
有
料
）

3
月
下
旬 

川
本
人
形
美
術
館

小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
大
人
ま
で
、み
ん
な
が
楽
し
め
る
作
品
を
上
演
。

●
愛
知
&
い
い
だ
共
同
制
作

　
「
人
形
劇
×
音
楽
〜
若
手
人
形
劇
家
の
挑
戦
」 （
有
料
）

3
月
26
日（
土
）・27
日（
日
） ひ
ま
わ
り
ホ
ー
ル（
名
古
屋
市
）

愛
知
と
飯
田
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
に
よ
る
コ
ラ
ボ
作
品
の
制
作
と
上
演
。

4月

9月 8月10月11月12月2016年 1月2月3月

5月6月7月
いいだ人形劇センター年間イベントスケジュール 特集

※

日
程
や
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。最
新
情
報
は
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ
せ

　
い
た
だ
く
か
、い
い
だ
人
形
劇
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

●…人形劇公演  ●…ワークショップ  ●…その他

NHK/dwarfC



　同志社大国文学研究会の共同研究で、第一章が四国遍路、第二章は近江の木地
師、そして第三章「土くれの匂いのする舞台」（山田和人）が、清内路の神楽、花火、上
郷、高森の地芝居、黒田、早稲田の人形芝居、雨乞い、神送りなど。なかでも『黒田人
形』の著者日下部新一氏への聞書きは短く断片的ではあるが、上方から流れてきた人
形の「師匠」たちの捉え方が明快で、また氏の語り口を文章にそのまま残しているのも
興味深い。1970年代は日本各地の伝統人形芝居が存在を再認識され、国立劇場の
「人形芝居の系譜シリーズ」や各種出版、TVなどでも取り上げられた時代であった。

突撃！！

人形劇の
ゲ・ン・バ 

　

２
０
１
３
年
11
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
、い
い
だ
人
形

劇
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
人
形
劇
の
制
作
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
。１
年
半
の
成
果
を
発
表
す
る
人
形
劇「
人

魚
姫
」公
演
の〝
ゲ
ン
バ
〞を
お
さ
え
る
べ
く
飯
田
人
形

劇
場
へ
直
行
し
ま
し
た
！

　
３
月
６
日
か
ら
８
日
の
三
日
間
、４
回
行
わ
れ
た
公

演
は
す
べ
て
チ
ケ
ッ
ト
完
売
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、劇

場
入
口
に
は
列
が
で
き
る
ほ
ど
。お
客
さ
ん
の
期
待

感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

一
方
、本
番
を
控
え
舞
台

袖
で
出
番
を
待
つ
出
演

者
や
照
明
・
音
響
ス
タ
ッ

フ
の
表
情
も
緊
張
に
満

ち
て
い
ま
す
。い
よ
い
よ

一
回
目
の
公
演
。音
楽
に

あ
わ
せ
て
幕
が
上
が
る

と
、人
魚
姫
が
15
歳
に

な
っ
た
喜
び
を
歌
い
、姉
妹
た

ち
と
一
緒
に
祝
い
ま
す
。そ
し
て

場
面
は
人
魚
姫
が
初
め
て
見
た

海
の
上
の
世
界
へ
。王
子
と
の

運
命
的
な
出
会
い
へ
と
続
い
て

い
き
ま
す
│
。

　

今
回
の
人
形
劇「
人
魚
姫
」

は
、演
出
家・く
す
の
き
燕
氏
、人
形
美
術
家・吉
澤
亜

由
美
氏
指
導
の
も
と
、原
作
を
読
み
込
ん
だ
後
に
場

面
設
定
や
舞
台
美
術
プ
ラ
ン
を
考
え
、人
形・舞
台
美

術
の
制
作
も
受
講
者
の
手
に
よ
る
も
の
。さ
ら
に
、今

田
人
形
座
か
ら
三
人
遣
い
の
手
法
を
学
び
、演
技
や

発
声
の
指
導
、音
楽
制
作
、バ
レ
エ
、映
像
効
果
な
ど
、

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
協
力
を
得
て
、

ま
さ
に〝
市
民
〞が
つ
く
る〝
飯
田
発
〞の
人
形
劇
の
完

成
と
な
り
ま
し
た
。今
後
は
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
５
で
の
再
演
、他
地
域
や
海
外
で
の
上
演
を
め

ざ
し
ま
す
。
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Library Cafe

広川勝美 編　創世記刊（1976年） （人形劇の図書館館長・潟見英明）

創刊号より「朧 人形たちのカーニバル」をご執筆いただいた宇野小四郎氏が4月19日に逝去されました。ご冥福をお祈りいたします。

『土くれの語り部たち‐木地師と遍路と地芝居と』

市
民
が
つ
く
る
飯
田
発
の

人
形
劇「
人
魚
姫
」上
演
へ

美しい声とひきかえに人間の足を得るため、魔女がつくったクスリを飲む人魚姫

人形劇「人魚姫」展
4月23日（木）から5月25日（月）
まで川本人形美術館交流ゾーン
にて。ワークショップの受講者が
制作した人形や舞台道具を間近
でご覧いただけるほか、制作期
間の記録も写真で紹介します。
初演のダイジェスト映像公開中
現在、下記動画サイトよりご覧
いただけます。
URL：www.iidatube.tv

空気の精の世界へとのぼっていく
ラストシーン。布と照明、劇中歌の
相乗効果が印象的

「僕たちはずっと一緒にいようね」
と人魚姫に語りかける王子

足の痛みをこらえながら美しく踊
るシーンを、人形とバレエの影絵
を使って表現

最 新 情 報

　チェコを拠点に活躍する人形劇師・沢則行氏を講師にした
「フィギュアシアタ・デザインコース」の成果発表を今冬に行
い、受講者19人のうち17人が自身の制作した美術プランを
プレゼンしました。飯田に続いて北海道の札幌・岩見沢でも
行い、ご来場くださった多くの方に「ぜひ、実現を」という声を
いただく中で、これら作品のいくつかを舞台化に向けて制作を
すすめていくことになりました。早いものは今夏のいいだ人形
劇フェスタで上演となりそうです。ご期待ください。

Topic News

飯田から始まる
アートプロジェクトをカタチに

トピック
ニュース
3

　こま撮りの手法を使って「ふるさと飯田」のCMをつくるワーク
ショップ「こま撮りアニメーション・パーフェクトコース」。飯田の水
引をテーマに、嫁ぐ孫娘に祖母が水引で結んだティアラを贈る
ストーリーが、受講者の皆さんによる撮影の積み重ねにより映
像になってきました。完成上映会は今夏の予定。お楽しみに。

今夏、完成上映会
ふるさと飯田のCM

トピック
ニュース
1

　初心者を対象にした人形劇講座を開講します。
どんな作品を選んだらよいのか、人形はどうやって
作るのか…。いいだ人形劇センターのスタッフと一
緒にいろはの〝い〟から体験しませんか。グループで
の参加も大歓迎です。

受講者募集
人形劇講座 初級コース

トピック
ニュース
2

●日　程：5月14日（木）～9月（週1回）
●料　金：月1,000円（学生500円）
●問合せ：☎050-3583-3594 いいだ人形劇センター



　

飯
田
市
三
穂
地
区
に
古
く
か
ら
伝
わ
る「
伊
豆
木

人
形
」。人
形
の
か
し
ら
は
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
の
上

演
は
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、平
成
19
年
に
地
域
の
宝

と
し
て
復
活
さ
せ
よ
う
と
の
声
が
上
が
り
、伊
豆
木
人

形
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
ま
し
た
。現
在
は
地
区
の
子
ど
も

た
ち
９
人
が
、今
田
人
形
座
の
木
下
文
子
さ
ん
指
導
の

も
と
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

練
習
が
始
ま
る
と
そ
れ
ま
で
に
ぎ
や
か
に
話
を

し
て
い
た
表
情
が一変
し
、き
り
っ
と
口
を
真
一文
字

に
結
ん
で
鋭
い
ま
な
ざ
し
に
。真
剣
さ
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。「
主
遣
い
は
自
分
が
リ
ー
ド
し
な
が
ら

堂
々
と
。左
遣
い
は
主
遣
い
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
人

間
ら
し
い
動
き
を
出
す
こ
と
に
集
中
し
て
い
る
」

と
話
す
滝
沢
向
星
さ
ん
。さ
ら
に
、ク
ラ
ブ
長
の
木

下
翔
太
さ
ん
は「
伝
統
芸
能
が
身
近
に
あ
り
、触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
や
っ
て
み
よ
う
思
っ
た
の

が
き
っ
か
け
。６
年
続
け
た
伊
豆
木
人
形
ク
ラ
ブ

は
自
分
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
も
の
に
な
っ

た
」と
話
し
ま
す
。

　
「
厳
し
い
こ
と
を
言
う
時
も
あ
っ
た
。で
も
泣
き

な
が
ら
も
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
教
え
て
ほ
し
い
と

向
か
っ
て
き
て
く
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
く
て
ね
。そ

れ
が
素
晴
ら
し
い
演
技
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」と
指

導
に
あ
た
る
木
下
文
子
さ
ん
は
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
感
じ
て
い
ま
す
。

伊
豆
木
人
形
ク
ラ
ブ
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や
っ
て
き
た

仲
間
が
楽
し
い

や
っ
て
き
た

仲
間
が
楽
し
い

5月16日に東京で行われる信州飯田
ふるさと会に招かれ、「寿式三番叟」
「傾城阿波の鳴門 順礼歌の段」を上
演。これが卒業公演となる高校生5人
は「人形に感情を込めて、お客さんに伝
えたい」と熱く語ってくれました

相澤未来さん、滝沢向星さん、玉置彩さん、林璃子さん、木下翔太さん
（写真上段左から）は今春高校生になり、ひとまずクラブを卒業。
先輩を見送りクラブのこれからを担うのは小学生の木下美緒さん、
岩下知央さん、井上明日奈さん、前澤有美さん（写真下段左から）

※「日本ウニマ」「全国専門人形劇団協議会」「日本人形劇人協会」が持ち回りで各団体の活動の様子、国内外の旬の話題をお届けします

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ 

パ
ぺ・バ
ラ
」

　

夜
の
帳
が
都
会
の
ネ
オ
ン
で
掻
き
乱
さ
れ
る
新

宿
駅
。少
し
離
れ
た
カ
フ
ェ
。そ
う
多
く
な
い
客
席

の
奥
に
陣
取
る
。ま
わ
り
に
人
気
の
な
い
中
、数
人

の
ス
タ
ッ
フ
で
来
々
月
の
パ
ぺ・バ
ラ
メ
ニュ
ー
と
ゲ
ス

ト
を
話
し
合
う
。ス
タ
ッ
フ
が
全
員
揃
う
こ
と
は
ま

ず
な
い
。毎
月「
人
形
劇
の
魅
力
再
発
見
」「
再
発

信
」を
合
言
葉
に
当
協
会
事
業
企
画
部
が一
年
間

フ
ル
に
人
形
劇
人
が
集
い「
想
い
」や「
ス
キ
ル
」を

分
か
ち
互
い
を
鍛
え
ん
と
す
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

で
す
。こ
の
日
も
、互
い
の
僅
か
な
時
間
を
割
い
て

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。ま
さ
に
自
転
車
操
業
で
あ
る
。

ど
ち
ら
の
組
織
の
方
々
も
似
た
よ
う
な
ご
苦
労
が

お
あ
り
で
し
ょ
う
が
。

　

話
が
ま
と
ま
り
す
ぐ
に
そ
の
場
で
候
補
の
ゲ
ス

ト
に
連
絡
を
い
れ
る
。電
話
の
先
で
人
形
劇
の
話
に

花
が
咲
く
。実
に
う
れ
し
い
時
間
で
も
あ
る
が…

。

　

さ
て
、パ
ペ
ッ
ト・バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
を
も
じ
っ
て
の

「
パ
ぺ・バ
ラ
」。中
堅
人
形
劇
人
を
中
心
に
、あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
人
形
劇
の
魅
力
を
掘
り
起
し
、

人
形
劇
の
付
加
価
値
を
高
め
ん
と
の
取
り
組
み

で
す
。

　

体
ほ
ぐ
し
、バ
レ
エ
ス
ト
レ
ッ
チ
、ヨ
ガ
等
の
ボ
デ

ィ
ワ
ー
ク
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
は
じ
ま
り
、数
々
の
人
形

劇
・
演
劇
表
現
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
行
い
、現
代
人

形
劇
の
先
輩
た
ち
に
は
ト
ー
ク・カ
フ
ェ
と
銘
う
っ

て
の
二
十
人
程
の
お
話
会
。と
き
に
先
達
の「
〜

人
形
を
動
か
す
の
は
誰
に
で
も
で
き
る
け
ど
、遣

う
と
い
う
こ
と
は
誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
は
な

い
！
」厳
し
い
言
葉
が
聞
く
者
た
ち
の
頭
上
を
快

く
流
れ
た
も
の
で
す
。

　

け
っ
し
て
多
く
は
な
い
集
い
の
会
で
す
が
、こ
の

よ
う
な
試
み
か
ら
人
形
劇
界
活
性
へ
の
糸
口
が
ひ

と
つ
で
も
見
い
だ
せ
た
な
ら
、関
東
の
片
隅
か
ら

全
国
へ
も
お
届
け
し
た
い
と
も
想
っ
て
お
り
ま
す
。

　

電
話
を
か
け
て
い

た
者
か
ら
笑
み
が
こ

ぼ
れ
る
と
ゲ
ス
ト
承

諾
で
あ
る
。協
会
を

超
え
て
多
く
の

方
々
と
人
形
劇
の

魅
力
再
発
見
・
再
発

信
、今
後
も
続
け
て

い
き
ま
す
。皆
さ
ん

の
声
も
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 映像と人形・

人形劇
日本人形劇人協会

劇人協会通信

高橋 弘一

日本人形劇人協会
舞台や映像番組で活躍している実演家
と人形劇に係わる仕事を職業とする専門
人形劇人の組織。人形劇人相互の親睦
交流、活動条件の改善と社会的芸術的
地位の向上をはかることを目的に1967
年に設立されました。

その３

　

飯
田
文
化
会
館
に
隣
接
す
る
ピ
ン
ク
色
の
建
物
。

１
９
８
８
年
８
月
に「
人
形
劇
カ
ー
ニ
バ
ル
飯
田
」

10
周
年
を
記
念
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
飯
田
人
形
劇

場
は
、全
国
で
４
番
目
に
完
成
し
た
公
立
の
人
形
劇

場
で
す
。毎
年
８
月
に
開
催
さ
れ
る「
い
い
だ
人
形
劇

フ
ェ
ス
タ
」期
間
中
に
は
連
日
公
演
が
行
わ
れ
る
ほ

か
、伊
那
谷
文
化
芸
術
祭
、市
民
に
よ
る
文
化・芸

術
活
動
の
場
と
し
て
、年
間
を
通
じ
て
多
く
の
人
々

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。平
成
26
年
度
は
人
形
劇
の

上
演
を
は
じ
め
、人
形
劇
活
動
で
の
利
用
率
が
年

間
４
割
を
超
す
ま
で
に
な
り
、〝
人
形
劇
場
〞で〝
人

形
劇
〞を
観
劇
し
よ
う
、上
演
し
よ
う
と
い
う
機
運

が
高
ま
って
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

飯
田
人
形
劇
場
に
は
何
回
も
公
演
を
観
に
行

って
い
る
、と
い
う
人
で
も
見
過
ご
し
て
し
ま
い
が

ち
な
の
が
、ホ
ワ
イ
エ
の
展
示
ケ
ー
ス
に
飾
ら
れ
て

い
る
表
彰
状
の
数
々
。「
人
形
劇
カ
ー
ニ
バ
ル
飯

田
」「
い
い
だ
人
形
劇
フ
ェス
タ
」が
地
域
の
伝
統

文
化
を
生
か
し
た
文
化
活
動
を
行
っ
て
き
た
こ

と
、人
形
劇
を
通
じ
て
国
際
化
を
図
る
活
動
な

ど
が
認
め
ら
れ
、企
業
や
文
化
団
体
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
賞
が
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
を
見
る

だ
け
で
も
飯
田
市
が
世
界
に
誇
る「
人
形
劇
の

ま
ち
」で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
で
き
ま
す
。

「
飯
田
人
形
劇
場
」の
巻

い
い
だ
再
発
見

2008年に韓国・台湾・日本
で最大規模の人形劇祭を
開催する3団体が飯田に
集まり「東アジア三大人形
劇祭友好提携」を結んだ
時の署名と、韓国、台湾か
ら記念に贈られた人形がホ
ワイエに飾られています

舞台の緞帳は飯田
市南信濃在住の画
家・北島新平が描い
た「かざこし姫となか
またち」。人形劇カー
ニバル飯田実行委
員会から寄贈されま
した

いいだ人形劇フェスタ期間中はフェスタのワッペン看板や
参加劇団の顕彰旗が飾られ、にぎやかに彩られます


